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私は、分子のチカラを信じています。この地球上には実に多くの「問題」があります。

エネルギー問題、食糧問題、環境問題、医療問題などなどです。私が信じているのは、

それらの問題の多くに対して「分子で答えを出す」ことができるということです。私

の研究のゴールは、問題を解決するような画期的な機能をもつ分子や構造的に美しい

分子（美しい分子には機能が宿る！）を開発し、世に送り出すことです。また、これ

は一つの研究分野にとどまっていては決して実現できるものではなく、異分野融合が

鍵となります。本講演では、名大 ITbM や ERATO を舞台にした異分野融合から出て

きたスーパー分子について紹介します。特に最近のトピックスとして、カーボンナノ

ベルトやワープド・ナノグラフェンといった新しい炭素のカタチの世界初の合成や、

ITbM で展開している合成化学と植物科学や時間生物学（体内時計）の融合研究につ

いて紹介したいと思います。Be unique! Go crazy! 
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★ 講演終了後、鶴友レストランにて情報交換会（無料）開催！！ 

★ 名古屋大学所属の研究者と学生向けの講演です。一般の方はご遠慮ください。 
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